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 長く続くコロナ禍にあって様々な不自由を強いられる毎日ですが，愛龍生の皆さん

は本当によくやっています。学校がとても落ち着いているのは，皆さん一人一人の取

組や姿勢のおかげだと心より感謝しています。いつもありがとう。 

  

 さて，いまや世界的スーパースターの大谷翔平選手。ほとんど誰もが無理だと疑っ

ていた「二刀流」，MLB史上類を見ない活躍を示して人々の度肝を抜きました。 

  

 そんな彼が心に刻む言葉の一つが「先入観は可能を不可能にする」です。挑戦する前

からできないと自分に限界をつくると，もしかしたらできたかも知れない可能性をつ

ぶしてしまうということです。今の彼があるのは，才能だけではなく，心のあり方だっ

たのです。 

  

 皆さんにも，是非自分を信じて将来を切り開いていってほしいと思います。 

 

 

毎年，私は１年を振り返るときに流行語を参考にしています。今年の流行語に

は，「うっせぇわ」「副反応」などがノミネートされ，大賞は「リアル二刀流・シ

ョータイム」でした。 

流行語はその年を端的に表しているので，１年をまとめてみることもできます。

そこで，愛龍高の１年を象徴する言葉を考えてみました。 

コロナ禍で休校になったり，学校行事が中止になったりして，不自由な学校生活

が続きましたが，そんな中で，本校は，“コース制で愛龍高の未来を創る”をスロ

ーガンに掲げて，新しい学校づくりをスタートさせてから３年目を迎えました。２

年次から進むコース制が完結した年になりました。 

   

 

 

 そして，来年に向けての校長の抱負・希望・決意は，次のステップを目指す 

「コース制からネクストステージへ歩み」を進めていくことです。 

２学期の終わりに，自分にとっての１年を１つの言葉で表してみることも有意義

なことだと思います。１年を振り返りながらこれから迎える新しい年をどんな１年

にしたいかを考えることはとても楽しいことでもあります。 

愛龍生の皆さん，自分の過去（今年）と自分の未来（来年）をそれぞれの言葉で

結びつけてみてください。 

何か発見があるかもしれません。 “よい発見を” 

 

 
 

           教頭  川口 浩己 

流行語から見る一年       校長  倉持 正男 

 

 

 
 

  

 
 

愛龍高今年の流行語は「コース制」 

 コロナ禍の実施で通常よりも少ない演目でしたが，全員が一生懸命頑張っていたため，記憶に残る記念祭となりまし

た。また，本番までの間に何度も競技等の練習をして，クラスとしてより一層まとまることができたと思います。これ

からも互いに支え合って3学期も頑張っていきましょう。 

    開会式         障害物競走           玉入れ          龍ケ崎錦 

    魚釣り         入ってます      クラス対抗リレー       表彰式 

  優勝：多摩組     準優勝：夏組 

≪クラス対抗リレー順位≫ 

花壇作業に励んでいます 

リレーに参加してくれました！ 

コース制について説明しています 

1年生は集中して聞いていました！ 

愛国学園の歴史を説明してくれています 

 

11 月に保育技能検定

を受けました。 

最後まで全力で頑張

りました！ 

 
 

 

短大・専門学校の授業

を体験しました！ 

悔いのないコース選

択をしてください。 

珍しい植物を見るこ

とができましたね。 

身の回りの植物も調

べてみよう！ 

1学期から始まった農

業体験です。 

野菜を育てる大変さ

を学んでいます。 

 
ICT 教育が段々と授

業の中に取り入れら

れてきました。 

 2 年生のT さんとN さんが下

校中に，目の前で倒れた人を救急

車を呼んで助けました。 

 その日に，保健の授業で人命救

助について学んでいたとのこと

です。急な出来事にも関わらず，

学んだ知識を活用できたことは

本当にすごいことですね。 

  クリスマスが今年もやってきました！ 

学校内の隠れサンタはもう見つけましたか？ 
 優勝：多摩組     準優勝：夏組 

≪総合順位≫ 


